（２）みよし市障がい者自立支援協議会主催シンポジウム

「みんなで助け合える福祉のまちを目指して」の事業報告
（１）目的と内容

	日時
	平成２２年２月２０日（土） １３時３０分～１６時３０分

	会場
	みよし市勤労文化センターサンアート レセプションホール

	テーマ
	みよし市の障がい福祉の現状と今後

	出演者
	みよし市障がい者自立支援協議会構成員から選抜


· 目的はみよし市障がい者自立支援協議会の周知（今年度の重点目標）。

· テーマは「みよし市の障がい福祉の現状と今後」。話の中で「自立支援協議会とは」というテーマについても話す。

· シンポジウムの２本立て構成（約３時間休憩込み）。

· 第一部「みよし市障がい者自立支援協議会について」

第二部「みよし市の障がい者（児）・その家族の暮らしって？」

流れ…あいさつ（１０分）→１部シンポジウム（１時間程度）→休憩（１５分程度）→２部シンポジウム（１時間２０分程度）→あいさつ（５分）
内容として、①自立支援協議会について　②みよし市の障がい福祉の歴史と自立支援協議会発足後の動向　③障がい者相談支援事業の現状と課題　④今後の展望について話す。（シンポジウム１部で①・②を、２部で③・④）

（２）アンケート結果（一部抜粋）

参加者数約１７０名　内アンケート回収数８５（５０％）
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問１　性別は？

　　男性　　２７名

　　女性　　５６名

　　無回答　　２名
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問２　お立場は？
　当事者（家族）　　３８名

　市議会議員等　　　１７名

　障がい福祉関係者　１６名

　障がい以外関係者　　４名

　保育園等　　　　　　２名

　その他　　　　　　　８名

●シンポジウムについて
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問１　シンポジウムをどこで知りましたか？

　市役所　　　１５名

　福祉事業所　１８名

当事者団体　２６名

サンアート　　１名

保育園等　　　７名

その他　　　１３名

無回答　　　　５名
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問２　率直な感想は？
　とてもよい　　　３４名

　よい　　　　　　４２名

　あまりよくない　　２名

　よくない　　　　　０名

　無回答　　　　　　７名
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問３　資料やスライドは？
　見やすい　５４名

　見にくい　１５名

　無回答　　１６名

●みよし市障がい者自立支援協議会について

[image: image7.wmf]問１　協議会を知っていた？

知っていた

67%

知らなかっ

た

29%

その他

4%

問１　自立支援協議会を知っていましたか？

　知っていた　　５７名

　知らなかった　２５名

　無回答　　　　　３名

問２　自立支援協議会の理解は深まりましたか？
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　深まった　　　　７４名

　深まらなかった　　５名

　無回答　　　　　　６名
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問３　障がい者（児）やその家族のくらしの理解は深まりましたか？

　深まった　　　　６６名

　深まらなかった　１３名

　無回答　　　　　　６名

自由記述欄（一部抜粋）
[image: image1.emf]【感想】

・今回参加してとても心強い支援が生まれてくる場なんだと感じました。

・障がい者の中、知的・身体のことが主で、精神障がい者は方向性も見えない。

　今日の会は精神の自立支援の内容が皆の知識となる機会になればよいと思う。

・施設のPRなのか、業務のPRなのか今一つ理解できなかった。

・1部は理解できないのが多かった。 2

　2部は内容が濃かったと思う。スライドした資料も頂きたかった。

　また、当事者（親）も中に入りもっとよくなっていく事を願っています。

・障がいの有無に関らず住みやすいみよし市になることを願っています。

・シンポジストやアドバイザーのお話が身近な例を入れながらでとても分かりやすかった。 2

・相談支援の必要性は良く理解できました。

・福祉課との連携や事業所同士の横のつながりが出来ている事は良いと思った。 3

・保護者の立場として今回の様な催しがあるのはとても嬉しく 2

　今後も出来る限り協力、努力していきたい。

・協議会がその機能を発揮していると思った。みよし市から愛知、全国へ発展して欲しい。 2

・福祉関連の職員不足と聞いていますが、人材が豊富に活躍されていると感じました。

　障がい者が特別な存在ではなく、社会の構成員であることを自然に受けとめられている。

【質問】

・障がい者本人、ご家族の意見、実情をお聞きしたい。

・市民がいかに関われるか。協力できるか。

・精神で「べてるの家」の人の話が聞きたい。

・人口が大きすぎないので活動しやすいのか。

・みよし自立支援協議会にて知的障がい者のための精神医療関係者は参加されてますか。

【要望】

・本人は連れて行けないのでもっと早く案内が欲しい。

・市民がもっと知ることができるようにして欲しい。

・相談を気軽にしてもらえるためのPRを考えていけると良いと思います。

・３障がい別のテーマに沿ったシンポジウムも良いかと思います。

・参加者からの質問等を受け付ける時間帯があればよかった。

　事業所、行政、利用者、地域が意見を出し合える協議会運営をお願い致します。

・福祉関係者（行政）と障がい者との話合う機会を作ってほしい。

　手帳を持っている者全員に情報を伝えれるようにして欲しい。

・現状の説明だけでなく今後の方向性を示して発表していただきたい。

・当事者家族ですが、どうしても障がい本人を連れての参加しかできずお話を聞いていても 2

　聞き逃しがあったり、音や声で他の方への迷惑を考えたりで集中しにくく、

　そして他の方にも申し訳ないと思いました。

　できれば別室などでボラさんなど託児があるとありがたいです。


�





�





�





�





�





�





�





�








